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　武末先生のお話も含めて、今日は 3世紀から 8世紀に至る 600 年ぐらいのところ、つまり卑弥
呼がいた、そしてその後倭の五王の時代になり、それこそ吉備の反乱などがあって 8世紀にいた
る歴史を、「渡来人」の問題から話をしていただきました。話の端々、そして先ほどの鼎談の中
でも出てきましたが、日本の古代を考える上で「渡来人」をキーワードにして、かくもこんなに
深く関わってくるのかということだけは、お聞きになられた方は、是非、頭に入れておいていた
だきたいと思います。
　私は、文献史学ですので、正直申し上げて細かなところはついていけない部分もございます。
しかし、聞いていて 1冊の本になるような非常に重要なお話でございました。幸いなことに本セ
ンターの年報にかなりの部分が反映されると思います。皆様に差し上げる分ぐらいは刷っていま
すので、来年も是非いらしてください。
　鼎談のところでもあまりにも専門的すぎて、おっしゃっているお話がどのへんのところに関
わるかつかみにくかったところもあるのではないかと思いますが、要所要所で非常に重要なお話
がございました。武末先生が最初に土生田先生に振られていましたが、東国への渡来人の道が九
州・近畿を媒介しないルートなのかとの、提起がありました。土生田先生が一貫しておっしゃっ
ていることは、「東国はいつも近畿を媒介して語らねばならないのかというと、そんなことはな
いだろう」ということです。そして具体的なものからほぼ確信に近いところまではきているわけ
です。それは非常に重要なポイントです。
　大和朝廷・王権を介在させないで東国への渡来人の道を、どう説明するのか。それは、先ほど
武末先生が強調されたように、そこのところを地域主体で考えていったときに、5世紀の王権が、
どれほど強かったのか、という問題関心につながるものです。
　我々はこの問題は渡来人に限らないと考えておりまして、王権・国家によって、列島内を遠距
離移動させられている「蝦夷」の問題を取り上げました。九州で蝦夷系集落が発見されてもいる
わけです。蝦夷も同じように移配させます。これは国家の政策です。そして渡来人の移動も権力
がどのような時に介在して動くのか、その他いろいろな問題があります。そのようないろいろな問
題はまだまだあるというところを、かくも豊富に具体的なものから問題提起をしてくださいました。
　本当にありがとうございました。
高久：ありがとうございました。本日のシンポジウムの内容は、来年の 3月に刊行予定の本セン
ターの年報に掲載する予定ですので、ご期待いただければと思います。
　では先生方、本日はありがとうございました。
【了】
